
          穴吹不動産流通 広島店 市況レポート（2月） 

                   広島県の経済動向 

1. 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 県内の経済の先行き 

 先行きの景気は、徐々に改善に向かうことが期待されるが、感染症や供給制約などが県内経済金融情

勢に与える影響を引き続き注視していく必要がある。 

 

             【日本銀行広島支店「広島県の金融経済月報」（令和 4 年 2 月 3 日公表）】 

 

 

 

2021 年 1月 広島県の中古住宅成約状況 

公益社団法人西日本不動産流通機構（西日本レインズ）に登録されている物件成約情報の集計結果によ

ると、前年比で一戸建て価格は 8 か月連続で上昇、マンション㎡単価は 10 ヶ月連続で上昇という結果にな

っております。 



○中古戸建住宅  

成約件数は 44 件と前年比で 9.0％増加しました。 

平均成約価格は 1,806 万円と前年比で 1.2％上昇し、8 ヶ月連続で前年同月を上回りました。 

土地面積は 184.7 ㎡と前年比で 2.6％拡大し、3 ヶ月連続で前年同月を上回りました。 

建物面積は 111.7 ㎡と前年比で 3.0％縮小し、12 月に続いて前年同期を下回る結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○中古マンション  

成約件数は 80 件と前年比で 9.5％増加しました。 

平均成約㎡単価は 32.3 万円と前年比で 8.9％上昇し、10 ヶ月連続で前年同月を上回りました。 

成約価格は 2,320 万円と前年比で 8.2％上昇し、4 ヶ月連続で前年同月を上回りました。 

専有面積は 71.8 ㎡で前年比マイナス 0.5％と、ほぼ横ばいながら 7 ヶ月連続で前年同月を下回る結果

となりました。 

 

 

 

 

 

まとめ  

住宅の原材料の価格が上昇していることもあり、それに伴い中古住宅の価格は引き続き上昇傾向となっ

ております。今後も原材料の価格の上昇が予想されており、中古住宅の価格の上昇傾向は続くと考えられ

ます。 

しかし、感染症や供給制限、世界情勢の不安などが経済金融情勢に与える影響も考慮する必要があり、住

宅価格への波及も注視していく必要があると思われます。 

引き続き、広島県の取引状況などお伝えしてまいります。 

 

不動産に関するご相談は地域密着の「あなぶき不動産流通」にお任せ下さい‼ 

 


